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研究成果の概要（和文）：本研究では、特に新興科学技術の食品への応用に対する人々のリスク意識に焦点をあ
て、その測定尺度の開発・精緻化と規定要因について定量的に解明することを目的とした。本研究の主要な成果
は、「情報欠如モデル」の境界条件を定量的に明らかにしたことである。科学技術に対する市民の受容意識につ
いて、このモデルによる説明の不十分さは広く認識されているものの、その範囲はどこからどこまでかといった
境界条件については、明らかになっていなかった。さらに、一般育種・遺伝子組換え・ゲノム編集という既存の
異なる育種技術に対する消費者意識の違いについて、分野固有の科学知識および一般的な科学知識との関連か
ら、定量的に解明にした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to quantitatively elucidate people's risk 
perceptions toward the application of emerging science and technology to food by developing the 
measurement scales of people's risk, benefit, and value perceptions. This study's primary result was
 quantitatively clarifying the boundary conditions of the "information deficit model". Although the 
inadequacy of this model's explanation of the public's acceptance of science and technology was 
widely recognized, the boundaries of this model had not been clarified. Furthermore, the differences
 in consumer risk, benefit, and value perceptions toward different existing breeding technologies of
 conventional breeding, genetic modification, and genome editing were quantitatively clarified from 
the relationship with scientific knowledge.

研究分野： 科学技術社会論

キーワード： 科学コミュニケーション　リスクコミュニケーション　社会調査　計量分析　科学技術リテラシー　ゲ
ノム編集　消費者意識　食品安全

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、情報欠如モデルという科学コミュニケーションにおける既存の理論モデルの境界条件を
定量的に明らかにできたことである。このモデルは多くの研究者から問題点が指摘されてきたが、実証研究では
このモデルの前提を否定した結果のみならず肯定した結果が混在していた。そのため、新たな理論モデルの構築
には、このモデルの境界条件の実証が必須であった。本成果は、科学コミュニケーション研究の今後の理論的深
化に大きく貢献しうる重要な成果である。また、専門家と一般市民とのコミュニケーション・ギャップについ
て、どのような視点から捉えれば理解を促進できるかについての洞察を提供しうる点において社会的意義があ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 新興科学技術の日常生活への応用には、不確実性が伴う。食品に含まれる放射性物質を例にす
れば、その安全性は量の問題であり、サンプリングによる安全性評価といった確率の問題であり、
数値の検出に用いられる測定器の精度限界の問題でもある。つまり、リスクをゼロか否かの二分
法で捉えることは不可能で、ゼロリスクはありえない。それにもかかわらず、現代社会の環境リ
スク問題においては、いわゆるゼロリスク志向現象がみられる。この、新興科学技術の日常生活
への応用に対する極端なリスク回避志向の問題は、市民の「正しい」科学・技術に関する知識（以
下、科学リテラシー）の向上を促進させることによって、解決されうるのであろうか。科学者が
科学的に「正しい」情報を一般市民に伝えれば、一般市民の科学リテラシーが向上し、ひいては
科学に対する不合理なリスク意識の低減といった「受容」が促進されるという単純な前提に基づ
いた「情報欠如モデル」の前提については、これまで数多くの批判にさらされてきた。しかしな
がら、市民の科学リテラシーの向上をめざすこと自体は科学教育の目的そのものでもあり、何ら
否定されるべきものではない。また、先行する実証研究の結果では、このモデルの前提を肯定す
る研究も否定する研究も数多く報告されており、一貫した結果が得られていない。そのため、欠
如モデルの説明が正当化される場合と正当化されない場合を識別することの重要性が指摘され
ていた。本研究課題における計量社会調査を用いた実証研究により、この問題に対する理解の深
化を企図した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、特に新興科学技術の食品への応用に対する市民のリスク意識に焦点をあて、次の

２課題に取り組むことによって、情報欠如モデルの限界を明らかにすることを主要な目的とし
た。（１）ゼロリスク志向といった、極端なリスク意識に関する測定尺度の開発と精緻化、（２）
リスク意識の多寡に影響を与える要因の定量的解明。このことによって、科学技術政策に関する
議論の土台となる基礎資料が提供できるだけでなく、科学コミュニケーション研究の理論的深
化に貢献することが可能となる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、市民のリスク意識を測定する方法として、複数の調査モードによる計量社会調査
法を用いた。具体的には、質問紙による自記式調査法およびインターネット調査法である。市民
のリスク意識を測定する尺度を複数開発し、複数の調査モードでそれらを用いることによって、
尺度の信頼性と妥当性を確認した。また、インターネット調査法は、調査会社の保有するパネル
と呼ばれる回答者集団を用いることから、回答者の偏りが指摘されている。この部分を改善する
ために、回答を性・年齢・居住地域の人口構成比で割付回収した。また、調査に不適切回答者検
知の仕組みを用いることによって、調査精度の向上に努めた。この手続きによって、特にゲノム
編集技術といった新興科学技術の食品への応用に対する市民のリスク意識を測定するための尺
度開発を行った。さらに、リスク意識をより深く理解するための比較対象として、ベネフィット
意識および価値意識を測定する尺度を開発し、その信頼性と妥当性を確認した。 
上述のリスク意識をはじめとした意識尺度を被説明変数とし、そのバリエーションに影響を

与える要因（説明変数）について、多変量解析により統計的な検討を行い、研究目的の達成を目
指した。 
 
４．研究成果 
 
（１） 専門家と非専門家の対比による統計的検討 
 
 専門知識の保有量を基に、調査回答者を３つのグループに分類した。すなわち、分子生物学と
いったゲノム育種技術における分野固有の専門知識を持つ「専門家」、そのほかの学術分野に専
門性を持つ「他分野の専門家」、そして「一般市民」の３グループである。そのうえで、それぞ
れのグループにおける既存の３技術（一般育種技術、遺伝子組換え技術、ゲノム編集技術）の食
品への応用に対するリスク意識、ベネフィット意識、および価値意識のバリエーションについて
統計的に検討した。反復測定分散分析を用いた検討により、次が明らかになった。 
 

① 「分子生物学の専門家」グループは、新興科学技術（遺伝子編集と遺伝子組み換え）に
関して、他の２つのグループより高いベネフィット意識と価値意識を示し、より低いリ
スク意識を示した。 

② 「一般市民グループ」は、「一般育種技術」に対して他の技術と比較して最も高いベネ
フィット意識と最も低いリスク意識を示した。さらに、２つの新興科学技術の対比にお
いては、遺伝子組換え技術よりもゲノム編集技術に対して高いベネフィット意識を示し
た。しかしその違いは、一般育種技術といった従来の育種技術と遺伝子組換え技術との
違いと比較してはるかに小さかった。 



③ 「他分野の専門家」グループは、価値意識に関して「専門家」グループに類似した傾向
を示した。他方、リスク意識に関しては、「一般市民」グループに類似した傾向を示し
た。 

④ 「他分野の専門家」グループおよび「一般市民」グループは、３つの技術に対して異な
るベネフィット意識を示した。それに対して、「専門家」グループの３つの技術に対す
るベネフィット意識には、統計的な違いは見られなかった。 

  
（２） 科学技術の食品への応用に関する一般市民のリスク意識に影響を与える要因の統計的

検討 
 

 科学技術の食品への応用に関するリスク意識、ベネフィット意識、および価値意識について、
一般市民にフォーカスした分析を行った。具体的には、既存の３技術（一般育種技術、遺伝子組
換え技術、ゲノム編集技術）に関する技術の違いの説明前と説明後の測定値の差を情報提供によ
る態度変化ととらえ、そのバリエーションに影響を与える要因について、定量的に検討した。そ
の結果、次が明らかになった。 
 

① ベネフィット意識については、３つの技術すべてにおいて、科学リテラシーとの関連が
観察された。 

② リスク意識については、次の結果となった。情報提供後に、科学リテラシーの高い層の
一般育種技術に対するリスク意識は低減した。他方、科学リテラシーと新興科学技術（遺
伝子組換え技術およびゲノム編集技術）に対するリスク意識の低減は観察されなかった。 

③ 価値意識については、リスク意識と同様の結果となった。つまり、科学リテラシーとの
関連は、３つの技術のうち、一般育種技術に対してのみ観察され、新興科学技術（遺伝
子組換え技術およびゲノム編集技術）に対しては観察されなかった。 
 

（３） 結果の統合 
 
上記（１）および（２）の結果を統合することにより、本研究の大目標である科学コミュニケ

ーションの主要な理論モデルである「情報欠如モデル」の境界条件を定量的に明らかにするとと
もに、次の新たな仮説を提示することができた。その結果を査読付き国際学術誌に発表した。 

 
① 科学技術の受容に関する欠如モデルの前提は、教科書で学べるような従来の科学技術

に対しては有効であるが、インフォーマル・ラーニングでしか学ぶことができないよう
な新興科学技術に対しては有効ではない。 

② 新興科学技術の受容に関する欠如モデルの前提は、その科学技術のベネフィット（利
益）意識の向上については有効に機能するが、リスク意識の低減については機能しな
い。 

 
（４） 情報提供の違いが新興科学技術の食品への応用に関するベネフィット意識に与える影

響の統計的検討 
 
 本研究の大目標が研究課題の終了時期より早く達成できたため、本研究で得られた仮説を実
験型のインターネット調査を用いてさらに検証するために、上記（１）～（３）の成果とは異な
る情報提供方法を用いて調査を行い、統計的な検討を行った。具体的には、回答者を２つのグル
ープ（動物による情報提供群および植物による情報提供群）にランダムに割り当て、グループ間
のベネフィット意識の違いについて多変量分散分析と T 検定を用いた検討を行った。その結果、
次が明らかになった。 
 

① 情報提供の違いは、新興科学技術の食品への応用に関するベネフィット意識に影響を
与える。 

② ２つのグループ（動物による情報提供群および植物による情報提供群）共に、新興科学
技術の食品への応用は、野菜に対してのほうが、家畜に対してよりもベネフィット意識
が高かった。 

③ 科学リテラシーの高いグループは、野菜に対する技術の応用についてはすべての測定
項目においてより高いベネフィット意識を示したが、家畜に対する技術の応用につい
てはすべての項目において一貫した結果は得られなかった。 

 
上記における野菜の場合とは対照的な家畜の場合の結果については、専門家がベネフィット

（改良）であると認識している新興科学技術の食品への応用に対して、技術を応用する対象によ
っては、一般市民にとっては逆にリスクととらえられる可能性があることを示唆している。（４）
の結果を査読付き国際学術誌に発表した。また、本研究の最終年度には、上記（３）の成果をま
とめた論文がきっかけとなり、国際学術会議において招待講演を行った。 
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